8-1-1　対外活動委員会
1. 主な活動の記録

(1) 委員会等の開催
対外活動委員会開催回数
：
6回
専門委員会開催回数
ＱＢＳ検討ＷＧ
：
9回
美しい国づくり専門委員会
：
9回
ＣＳＲ専門委員会
：
9回
(2) 活動の目的

建設コンサルタントの地位向上や社会貢献に資する活動を行うことを目的とし、他協会との連携した検討や「建設コンサルタント白書」における現状や課題をふまえた、発注者に対する「要望と提案」の作成を主な活動としている。

(3) 本年度の活動内容

①対外活動委員会
「建設コンサルタントの要望と提案」をテーマとした各地整ブロック（国土交通省、自治体）および国土交通省本省との意見交換会の資料作成やとりまとめ等を実施した。
意見交換会での意見をふまえ、白書委員会と連携し、平成19年度「要望と提案」の作成を行った。
②専門委員会

　・QBS検討WG
昨年度、総合評価型選定方式について、実施方法、適用すべき業務等について検討し、とりまとめたガイドラインに対する各方面からの指摘も踏まえて、適用業務、技術評価方法と価格評価方法の３点について見直した。

日本建築家協会JIAとは、その要請に基づき、｢設計者選定法｣の制定に向けた予備協議を開始した。

　　・美しい国づくり専門委員会

　　　平成18年５月に『「美しい国づくり」をみ

んなの力で　行動計画』をプレスリリースし

た。その後、JIAと協働セミナーを２回開催

するとともに、「美しい景観を創る会」のシ

ンポジウム等への共同参加等を行った。

・CSR専門委員会

　　　CSRに関する国内の取組み並びに規格化等の動向に関する情報の収集・整理、建設コンサルタントのCSRに関する調査、建設コンサルタントとしての取組みの調査検討を行い、報告書として取りまとめた。

(4) 「要望と提案」の項目

　 より効率的に意見交換ができるように、議論すべき内容を精査し、項目を厳選し、ボリュームを少なくし、紙面を実質A4片面に変更した。項目は以下の通りである。

a.技術力に基づく選定

· プロポーザル方式

· 地域に特化した課題

· 総合評価方式

b.建設コンサルタントの新たな役割

· 新たな業務体系

· 施工段階における設計者

c.品質の確保と照査

· エラーの量と質についての評価

· エラーの原因と取り組み

· 第三者照査の導入の課題

2. 次年度の活動について

対外活動委員会および各専門委員会ともに次年度も継続して活動する。

（対外活動委員会委員長　廣谷　彰彦）
